
 
 

「子供の声が聞こえる里」世木地域 

世木地域振興会 事務局長 ○吉田隆市 

１．活動方針・目的 

世木地域振興会は南丹市日吉町の世木地域の４集落（殿田、木住、生畑、中世木）で

構成されています。世木地域は日吉ダム建設に伴い、2 集落 150 軒が水没し、300 人の

人口が他地域に移転されました。残された 4 集落では地域が埋没される事を危惧し、地

域の活性化を目的に、世木地域振興会が結成され、国など行政の支援も受けながら、自

ら実行部隊を編成し、「子供の声が聞こえる里」を目指して活動中です。 

２．活動内容 

世木地域振興会では平成 24 年度から京都府の「共に育む命の里」事業に取り組み、振

興会傘下に新たに女性など含めた世木の里づくり委員会を結成し、１年目はワークショ

ップを行い集落再生計画を作成、２年目はその計画に基づき、集落看板の設置、婚活、

大学生との田舎体験などを実施しました。３年目には総務省の過疎集落等自立再生対策事

業補助金を受け、田舎暮らし体験施設の設置、黒豆の収穫の為の莢取り機の購入、「地域

に笑いを」と落語家を招き日吉寄席を開催しました。これらにより、集落再生計画が加

速度的に進展しました。 

3 年で京都府の事業は終了しましたが今年度は京都府の仕事人、公共員、南丹市の集

落支援員などの支援を受け、月 1 回の打合せなどを行い、特に農業グループではこの地

域の特産品である新丹波黒大豆のブランド化、新たな販路の開拓、生産品質の標準化、

組織化などに取り組んでいます。 

３．他の活動団体の参考となる事例 

①世木地域振興会の配下に実働部隊である「里づくり委員会」を設置、女性や中堅の方々を委

員にすることで、様々な意見が出、活性化し、婚活等のイベント等がスムーズにいった。 

②また、その委員会に区長さんをメンバーにすることで区民への浸透は図れた。 

③京都府の仕事人や南丹市の集落支援員に参加することで行政の情報が入手でき、積極的な支

援を受けることができた。 

④集落支援員が活動を FB などで発信することで地域内外の方々にアピールできた。 

４．今後の課題等 

世木地域振興会はこれからが正念場で高齢化が急速に進む中、未耕作地、空き家の増

加が急速に進んでいる。また、現在の活動の中心になっている団塊の高齢化していく中

で今後どのようにして次世代に引き継ぎをしていくか大きな課題である。 

明るい兆しとしては地域内の中世木区で 20 代の夫婦 30 歳代の夫婦がこの 4 月に移住

されることになり、この地区が限界集落から外れることとなった。 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


